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と
い
わ
れ
る
こ
の
時
代
に
、人
と

人
が
共
感
し
た
こ
と
で
限
り
な

い
可
能
性
が
広
が
っ
た
。

　
「
水
の
鼓
動
」は
、新
た
な
御
船

の
歴
史
に
名
を
刻
む
町
民
の「
誇

り
」に
な
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ

そ
多
く
の
人
に
、「
水
の
鼓
動
」を

知
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、こ
の

ま
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に
は
、時
代
を
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り
開
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「
人
」と
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う
財
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が
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と

を
感
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て
ほ
し
い
。

　

受
け
継
が
れ
、新
た
に
始
ま
っ
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酒
造
り
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史
は
、新
し
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「
御
船
の
物
語
」と
し
て
、こ
れ
か

ら
も
続
い
て
い
く
。

　

そ
し
て
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壁
」の
よ
う
に
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さ
れ
た
町
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み
を
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れ
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ら
築
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く
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は
、こ
の
御
船
に
生
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る
わ
た
し
た
ち
な
の
だ
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、新
た
な「
御
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酒
造
り
の
歴
史
に
は
、先
人
の

誇
り
高
き「
御
船
の
酒
」へ
の
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の

思
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が
酒
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化
を
生
み
出
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、こ

の
地
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壁
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い
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愛
さ
れ

る
町
並
み
が
で
き
た
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一
度
は
消
え
た
醸
造
伝
統

だ
っ
た
が
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熱
と
行
動

力
に
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に
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み
ふ
ね
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岸
会
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ら
酒
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ク
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、そ
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に
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　ドリーム・パッションは、役場や商
工会、観光協会、各種団体でもできな
いことを補うために、平成22年４月に
設立しました。事業の企画・提案をし
て、官公庁から仕事を受注するシステ
ムと、事業収益を翌年度の事業資金に
しか活用することができないことが特
徴です。「水の鼓動」は、地元に愛さ
れる酒、そして自信を持って、特産品
として出せるような酒を目指します。
そのためにも、御船の原料にこだわ
り、「本物」を造り続けることが大切
です。先祖からいただいた水を物語
に、未来の子どもたちへ何かを残した
いという思いがすべてです。

藤木　正幸 代表
有限事業責任組合ドリーム・パッション

　「水の鼓動」は、地元の
人を中心に売れ行きが好調
で、盆や正月の贈り物や帰
省者の土産品としてお買い
求めいただいています。多
い人になると６本ほどまと
め買いされることも。今
後、「水の鼓動」の名前を
町内外の人に覚えていただ
くため、町をあげて宣伝や
ＰＲが必要です。そして、
御船の酒に愛着を持ってい
ただきたいと思います。

田中 美紀子 さん（木倉）

「田中屋」で酒を販売する山本　孝二 御船町長

 「水の鼓動」は、関係者の熱意と行動
力で復活しました。この酒は、町民の熱
意がこもったブランド品で、地元の誇り
です。この酒から、地域づくりの可能性
も見えてきました。
 行政としましては、わたしが県外へ行っ
た時に、「水の鼓動」の宣伝をするな
ど、先頭に立ってＰＲ活動の展開を支援
していきます。酒を通じて、御船の水や
歴史も併せて宣伝できますし、さらに上
益城郡近辺は、水と石橋の文化があり
ますので、酒を売り込んで観光面にもつ
ながると期待しています。酒と観光資源
を結びつけることで御船町は大きな可
能性を秘めています。

　今年７月から、「水の鼓
動」の冷酒を取り扱ってい
ます。御船の酒を以前から
お客さんに提供したいと
思っていました。冷酒は飲
みやすくて女性客からの評
判も上々です。ですが、全
体的に消費者の酒離れが進
んでいますので、店内での
宣伝努力も必要です。本当
に飲みやすいお酒ですか
ら、自信を持ってお客さん
にお勧めしていきます。

門岡　久子 さん（御船）

「ポテト村」で飲食店を営む

　「水の鼓動」の印象は、飲
みやすい酒。けれど、この酒
を飲んだことのない町民も多
いと思います。そこで、県の
「スザンヌ」のような宣伝マン
を町でもつくってはどうでしょ
う。会合などに「水の鼓動」を
持参して、試飲してもらうよう
な積み重ねが必要です。さら
に、酒を一つに限らず、消費
者のニーズに合わせた酒があ
れば、消費者層も広がると思
います。

志水　敏則 さん（御船）

原酒祭りで酒を愛飲した

　酒復活は長い間の念願で
した。御船人の心がこも
り、心までも醸造していま
す。多くの人に地元の飲食
店を忘年会や新年会で利用
していただき、御船の酒を
飲んで心と町を潤していた
だければと思います。そし
て、酒造りを一つのツール
に、恐竜や吉無田水源の水
に目を向け、繁栄への足掛
かりの要素に考えていかな
ければなりません。

福味 総一郎 会長

御船町商工会


